
東京電力福島第一原発事故から9年の3・ 11

朦

'1発
再「 1障 個 HNO′

フオーじ前で 市民によびかIf

原
発
事
故
で
避
難
指
示
を
受
け
た
住
民

ら
が
東
電
に
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴

審
で
仙
台
高
裁
は
３
月
１
２
日
、
東
電
の

責
任
を
断
罪
す
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

判
決
は
古
里
喪
失

・
変
容
の
慰
謝
料
を
明

確
に
認
め
、　
一
審

・
福
島
地
裁
い
わ
き
支

部
判
決
を
約
１
億
５
千
万
円
増
額
し
た
賠

償
支
払
い
を
東
電
に
命
じ
ま
し
た
。
小
林

裁
判
長
は
、
「東
電
は
津
波
に
よ
る
電
源
喪

福
島
原
発
事
故
以
来

毎
年

３
月
に
開
催
し
て

き
た

「市
民
の
つ
ど
い
」。

今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ

ル
ス
の
感
染
拡
大

の

た
め
申
止
と
な

る
中
、

「そ
の
分
３
ｏ
ｌ
ｌ
街
頭

宣
伝
行
動
を
例
年
以
上

に
盛
大
に
行
お
う
」
と
、

急
遠
横
断
幕
を
新
調
し
、

ハ
ン
ド

マ
イ
ク
宣
伝
と

ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
、
ゼ

ロ

ネ

ッ
ト

ニ
ュ
ー

ス
配
布

な
ど
で
市
民
の
み
な
さ

ん
に
元
気
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

４
月
１
１
日
（土
）は

１
２
時

ア
オ
ー
レ
前
に

あ
な
た
も
ご
参
加
を
！

失
の
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
の

に
具
体
的
な
対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
な
か
っ
た
。
被
害
者
の
立
場

か
ら
見
れ
ば
誠
に
痛
恨
の
極
み
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
早
川
篤
雄
原
告
団
長
は

「感

激
し
震
え
る
思
い
で
判
決
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
人
間
の
良
識
を
信

じ
て
訴
え
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ

ま
し
た
」
と
日
を
潤
ま
せ
ま
し
た
。

「再薔働許すむ rJの声を今こそ太きく
◆
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
の
使
用

済
み
核
燃
料
に
柏
崎
市
が
課
す

「使
用

済
み
核
燃
料
税
」
の
経
年
累
進
課
税
化

の
導
入
に
つ
い
て
、
市
と
東
電
が
合

意
。
桜
井
雅
浩
市
長
は
、
制
度
の
実
現

を
６
ｏ
７
号
機
の
再
稼
働
の
前
提
条
件

と
す
る
意
向
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
桜

井
市
長
は
、
十

一
月
の
柏
崎
市
長
選
前

の
十
月
条
例
施
行
を
目
指
し
て
お
り
、

３
月
３
１
日
に
臨
時
市
議
会
で
提
案

理
由
を
説
明
し
、
東
電
か
ら
の
意
見
聴

取
な
ど
を
経
て
、
４
月
２
１
日
に
採
決

す
る
予
定
で
す
。

◆
東
電
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
一
部

を
２
０
２
０
年
度
に
号
機
間
輸
送
す

る
計
画
を
発
表
。
輸
送
後
の
貯
蔵
率
は

６
号
機
の
プ
ー
ル
が
９
３
％
か
ら
９

２
％
に
、
７
号
機
は
９
７
％
か
ら
８

２
％
に
減
少
し
、
空
き
容
量
は
６
号
機

が
１
サ
イ
ク
ル
分
、
７
号
機
は
２
サ
イ

ク
ル
分
確
保
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
避
難
者
訴
訟

「
正
義

が

通

っ
た

」

と
原
告

仙
台
高
裁

ふ
る
さ
と
喪
失
損
害
を
認
定

216人 の原告に計約 7億 3400万 円の支払いを
命 じた仙台高裁判決を不服 として 3月 26日 に最
高裁に上訴 しています。その一方で 日本原電

/11決を真摯に受け止め支払い命令を速やかに実行 lご
移すことが東電に求められています。しかし東電は、

1海第 2原発再稼働のために2200億 円の

“東電は判決を実行せよ"

資金援助を決めています。

ゼロネットニュース97号 (2/3発行)の原
発映画のお知らせに誘われて"Fukushma

50“を観てきました。

2011年3月 11日午後2時46分、東日本大震
災発生。そして福島第一原発事故 l

東日本壊滅の危機が迫る中、死を覚悟し

て発電所内に残つた職員たちは、家族・ふ

る里を守るためにいかに戦い続けたか !

が感動的に描かれていた。

想像を超える被害をもたらした原発事故

の現場で何が起きていたのか ?何が真実
なのか ?が浮き彫りになる。迫力のある映
像から、原発が人間の手に負えないもので

あることが伝わる。
「オレ達はどこで間違つたのか ?」 と自

問するlFのリーダーの2ツの言葉が心に残

った。
「自然の力をあなどつた」こと。

「人間として騎りがあつた」こと。(N記 )
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